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会
長
ご
挨
拶 

関
西
石
川
県
人
会
連
合
会 

 
 

会
長 

井
上 

作
雄 

 

関
西
石
川
県
人
会
連
合
会
の
皆
様
方
に

は
お
元
気
で
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
日
頃
か
ら
県
人
会
連
合
会
の
活

動
に
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。 

さ
て
、
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
石
川
県
で

は
、
去
る
三
月
に
県
知
事
選
挙
が
行
わ
れ
、

現
職
の
谷
本
知
事
が
大
差
で
当
選
し
、
全

国
で
最
も
長
い
七
期
目
の
知
事
が
誕
生
い

た
し
ま
し
た
。
今
後
の
活
躍
に
ご
期
待
を

い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
是
非
と
も
大
阪

に
お
越
し
頂
け
る
こ
と
を
願
う
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。 

北
陸
新
幹
線
の
金
沢
開
業
か
ら
丸
三
年

が
経
過
し
ま
し
た
。 

昨
年
の
観
光
入
込
は
、
兼
六
園
・
金
沢

城
公
園
の
入
園
者
数
や
県
内
の
主
要
温
泉

地
の
宿
泊
者
数
が
、
開
業
前
を
上
回
る
な

ど
、
県
内
全
域
で
開
業
効
果
が
持
続
し
て

お
り
、
ま
た
、
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の
金
沢

港
寄
港
が
大
幅
に
増
加
す
る
な
ど
、
多
方

面
に
わ
た
り
効
果
が
生
じ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。 

私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
昨
年
の
総

会
で
就
任
し
早
一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。 

 
 

 

今
ま
で
以
上
に
県
人
会
連
合
会
の
行
事

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
引

き
続
き
会
員
の
増
強
に
つ
と
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
新
た
に
大
阪
輪

島
会
さ
ん
、
関
西
羽
咋
会
さ
ん
、
関
西
野
々

市
会
さ
ん
の
三
つ
の
団
体
に
連
合
会
に
ご

加
入
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
、

関
西
ふ
る
さ
と
山
中
会
さ
ん
、
関
西
珠
洲

会
さ
ん
が
加
入
に
向
け
て
取
り
組
ま
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
更
に
は
、
今
年
度

は
、
こ
こ
大
阪
に
て
関
西
能
美
市
の
会
が

五
月
十
二
日
に
新
た
に
産
声
を
上
げ
た
と

こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。 

ふ
る
さ
と
石
川
に
目
を
向
け
れ
ば
、
今

年
は
能
登
立
国
千
三
百
年
の
年
で
す
。
越

前
の
国
か
ら
珠
洲
郡
、
鳳
至
郡
、
能
登
郡
、

羽
咋
郡
の
四
つ
の
郡
を
割
い
て
能
登
国
が

誕
生
し
て
本
年
が
ち
ょ
う
ど
千
三
百
年
の

節
目
と
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
こ
れ
に
合
わ
せ
、
こ
れ
ま
で
期

間
限
定
で
行
わ
れ
て
い
た
能
登
ふ
る
さ
と

博
が
通
年
開
催
さ
れ
、
年
間
通
じ
て
イ
ベ

ン
ト
が
催
さ
れ
る
と
お
伺
い
し
て
お
り
ま

す
。
今
年
は
是
非
、
能
登
の
方
へ
お
足
を

お
運
び
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

今
後
と
も
、
関
西
石
川
県
人
会
が
一
致

協
力
し
、
石
川
の
応
援
団
と
し
て
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
ご
多

幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

      

県
人
会
だ
よ
り 

県
人
会
連
合
会
が
芝
苑
に
て 

新
年
会
を
開
催 

一
月
十
八
日
、
大
阪
市
北
区
西
天
満
に

あ
る
日
本
料
理
「
芝
苑
」
に
て
、
連
合
会

の
役
員
新
年
互
礼
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。（
四
十
一
人
の
役
員
が
出
席
） 

開
会
に
あ
た
り
、
井
上
作
雄
会
長
か
ら

は
就
任
後
の

活
動
報
告
と

日
頃
の
ご
支

援
に
対
す
る

お
礼
と
と
も

に
新
年
度
に

向
け
て
の
抱

負
が
か
た
ら

れ
ま
し
た
。

赤
沢
北
國
銀

行
執
行
役
員

大
阪
支
店
長
、

高
島
誠
加
能
人
社
長
が
祝
辞
を
述
べ
、
西

村
副
会
長
の
発
声
で
乾
杯
し
、
懇
談
し
ま

し
た
。 

中
松
副
会
長
の
中
締
め
の
挨
拶
で
閉
会

し
ま
し
た
。 

 

友
愛
会
が
新
年
会
を
開
催 

 
ゲ
ス
ト
に
桂
文
福
さ
ん
が
友
情
出
演 

 

一
月
二
十
五
日
、
日
本
料
理
「
芝
苑
」

に
お
い
て
、
友
愛
会
（
会
長
：
松
生
義
邦

氏
）
が
新
年
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

鏡
割
り
の
後
、
松
生
会
長
の
新
年
挨
拶
、

乾
杯
を
行
い
、
会
員
一
同
和
や
か
に
懇
談

し
ま
し
た
。 

普
段
か
ら
松
生
会
長
と
懇
意
に
さ
れ
て

い
る
落
語
家
「
桂
文
福
」
さ
ん
、
タ
レ
ン

ト
の
「
た
か
い
ギ
ャ
ラ
」
さ
ん
も
飛
び
入

り
参
加
、
相
撲
甚
句
や
河
内
音
頭
、
お
話

で
新
年
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 ま

た
、
会
員
の
田
中
ご
夫
妻
が
結
婚
五

十
年
（
金
婚
式
）
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

 

東
大
阪
・
八
尾
石
川
県
人
会
が 

新
年
会
を
開
催 

 

東
大
阪
・
八
尾
石
川
県
人
会
の
新
年
会

が
二
月
三
日
、
「
ホ
テ
ル
石
切
セ
イ
リ
ュ

ウ
」
に
て
開

催
さ
れ
ま
し

た
。 東

大

阪

県
人
会
の
木

田
潔
会
長
、

八
尾
県
人
会

の
浦
会
長
と

会
員
五
十
名

が
集
い
、
新

年
を
祝
い
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。 

 

南
大
阪
石
川
県
人
会
が
総
会 

を
開
催 

 

南
大
阪
石
川
県
人
会
の
総
会
が
五
月
十

二
日
、
泉
佐
野
市
の
「
ス
タ
ー
ゲ
イ
ト
ホ

テ
ル
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

東
野
会
長
か
ら
は
、
地
元
で
の
敦
賀
開

業
に
向
け
た
新
幹
線
延
伸
工
事
の
様
子
や

関
西
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
活
気
な
ど
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の
近
況
と
あ
わ
せ
、
今
後
は
東
大
阪
県
人

会
や
八
尾
県
人
会
と
連
携
し
て
活
動
の
活

性
化
を
考
え
て
い
き
た
い
と
の
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。 

石
川
県
大
阪
事
務
所
の
永
下
所
長
か
ら

新
任
あ
い
さ
つ
と
あ
わ
せ
、
新
幹
線
金
沢

開
業
効
果
が
持
続
し
て
い
る
な
ど
県
内
の

様
子
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

懇
親
会
に
移
り
、
井
上
県
人
会
連
合
会

長
の
ご
発
声
に
よ
り
、
南
大
阪
県
人
会
の

末
永
い
発
展
を
祈
念
し
乾
杯
、
参
加
者
相

互
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。 

 

大
阪
白
山
会
が
総
会
を
開
催 

 

大
阪
白
山
会
の
総
会
が
五
月
十
九
日
、

「
大
阪
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
」
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

廣
川
会
長

か
ら
は
、
懸

案
で
あ
っ
た

白
山
市
の
関

西
鶴
来
会
、

関
西
松
任
会
、

大
阪
白
山
会

の
合
同
懇
親

会
の
開
催
を

昨
年
初
め
て

開
催
で
き
た
こ
と
、
こ
れ
か
ら
も
三
団
体

で
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。 

懇
親
会
で
は
、
琴
の
演
奏
に
あ
わ
せ
て

「
ふ
る
さ
と
」
な
ど
を
皆
で
声
を
そ
ろ
え

て
歌
い
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。 

 

大
阪
能
登
互
助
会
が
総
会 

を
開
催 

 

大
阪
能
登
互
助
会
の
総
会
が
五
月
二
十

五
日
、
都
島
区
の
「
太
閤
園
」
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

来
賓
の
県
観
光
戦
略
推
進
部
の
竹
内
政

則
次
長
様
か
ら
、
新
幹
線
金
沢
開
業
以
降

の
観
光
入
込
は
落
ち
着
き
を
見
せ
て
い
る

も
の
の
関
西
方
面
か
ら
の
入
込
は
着
実
に

増
加
し
て
お
り
、
大
阪
ま
で
の
全
線
開
通

に
向
け
て
更
に
支
援
を
お
願
い
し
た
い
と

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
市
町
か
ら

参
加
頂
き
ま
し
た
、
羽
咋
市
参
事
の
備
後

克
則
様
、
中
能
登
町
長
の
杉
本
栄
蔵
様
か

ら
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

会
長
続
投
と

な
っ
た
西
村
正

勝
会
長
か
ら
関

西
各
地
域
の
県

人
会
と
連
携
し

て
ふ
る
さ
と
を

盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
の
挨

拶
が
あ
り
、
懇

親
会
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
は
、

落
合
ゆ
か
り
さ

ん
の
パ
ワ
フ
ル
な
歌
声
の
披
露
、
歌
自
慢

の
会
員
と
の
デ
ュ
エ
ッ
ト
も
行
わ
れ
た
ほ

か
、
食
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
の
出
店
案
内
に

懐
か
し
い
味
を
求
め
て
あ
れ
こ
れ
問
い
か

け
る
姿
も
多
く
見
か
け
ら
れ
ま
し
た
。 

関
西
だ
よ
り 

健
闘
！ 

選
抜
高
校
野
球
大
会 

 

二
十
四
年
ぶ
り
の
県
勢
２
校
出
場 

第
九
十
回
記
念
選
抜
高
校
野
球
大
会
は
、

三
月
二
十
三
日
開
幕
し
、
星
稜
高
校
と
日

本
航
空
高
校
石
川
が
出
場
。 

そ
ろ
っ
て
準
々
決
勝
に
臨
ん
だ
四
月
一

日
。
第
一
試
合
に
登
場
し
た
航
空
石
川
は
、

神
奈
川
県
代
表
の
東
海
大
相
模
と
対
戦
。

打
撃
戦
が
予
想
さ
れ
た
試
合
は
、
息
詰
ま

る
投
手
戦
に
な
り
ま
し
た
が
、
あ
と
一
歩

及
ば
ず
一
対
三
で
敗
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
第
四
試
合
に
登
場
し
た
星
稜
高

校
は
、
三
重
県
代
表
の
三
重
高
校
と
対
戦
。

こ
ち
ら
は
、
両
校
合
わ
せ
て
二
十
六
安
打

の
大
乱
打
戦
と
な
り
ま
し
た
。
終
盤
八
回

に
同
点
に
追
い
つ
い
た
も
の
の
、
さ
ら
に

九
回
表
、
三
重
高
校
に
追
加
点
を
許
し
、

九
対
十
四
で
敗
れ
ま
し
た
。 

両
校
の
、
五
日
間
六
試
合
の
熱
戦
に
、

県
人
会
か
ら
延
べ
百
五
十
九
人
が
応
援
に

駆
け
付
け
ま
し
た
。 

な
お
、
試
合
に
先
立
ち
、
星
稜
高
校
ナ

イ
ン
の
宿
泊
先
へ
は
井
上
県
人
会
連
合
会

会
長
、
辻
口
副
会
長
、
橋
屋
副
会
長
、
篠

原
北
國
銀
行
大
阪
副
支
店
長
が
、
航
空
石

川
ナ
イ
ン
の
宿
泊
先
へ
は
井
上
県
人
会
連

合
会
会
長
、
兵
庫
大
阪
輪
島
会
会
長
、
谷

内
田
県
人
会
連
合
会
会
計
、
赤
沢
北
國
銀

行
大
阪
支
店
長
が
そ
れ
ぞ
れ
訪
れ
、
選
手

の
皆
さ
ん
を
激
励
し
ま
し
た
。 

    

ト
ピ
ッ
ク
ス 

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ 

 

今
年
新
た
に
、
関
西
能
美
市
の
会
が
誕
生
し
ま
し
た
！ 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

懇
親
会
で 

は
、
西
居
会 

長
か
ら
、「
会 

長
を
仰
せ
つ 

か
る
な
ん
て 

『
て
ん
ぽ
な 

こ
と
に
な
っ 

た
』
け
れ
ど
、 

地
元
能
美
市 

の
繁
栄
を
願 

う
」
と
、
地 

元
の
懐
か
し
い
言
葉
を
交
え
つ
つ
あ

い
さ
つ
。
来
賓
の
宮
本
周
二
参
議
院
議

員
、
熊
田
満
也
関
東
能
美
市
の
会
副
会

長
が
祝
辞
を
述
べ
、
南
山
修
一
市
議
会

議
長
の
発
声
で
乾
杯
し
た
の
ち
、
参
加

者
相
互
の
懇
親
を
深
め
、
歓
談
し
ま
し

た
。
会
員
は
約
五
十
人
。 

関
西
能
美
市
の
会
の
設
立
総
会
が

五
月
十
二
日
、
ホ
テ
ル
プ
リ
ム
ロ
ー
ズ

大
阪
で
三
十
六
人
が
参
加
し
、
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

会
員
の
親
睦
と
能
美
市
の
発
展
へ
の

寄
与
を
旨
と
し
た
規
約
の
承
認
の
後
、

初
代
会
長
に
西
居
厚
氏
を
選
出
し
ま 

 
 

し
た
。
井
出 

敏
朗
能
美 

市
長
が
、
市 

の
現
況
、
魅 

力
と
課
題 

な
ど
を
ス 

ラ
イ
ド
を 

交
え
て
紹 

介
し
ま
し 

た
。 



県
内
だ
よ
り 

の
と
じ
ま
水
族
館 

「
の
と
海
遊
回
廊
」
が
オ
ー
プ
ン 

 

一
九
八
二
年
の
開
館
以
来
、
海
の
生
き
物

を
紹
介
し
て
き
た
回
遊
水
槽
が
、
四
月
二
十

七
日
「
の
と
海
遊
回
廊
」
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。 

広
く
全
体
を
観
覧
で
き
る
一
体
型
ア
ク
リ

ル
水
槽
や
、
魚
群

を
間
近
に
感
じ
ら

れ
る
観
察
ド
ー
ム

が
整
備
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
日
本

海
側
の
水
族
館
で

初
め
て
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ

ピ
ン
グ
を
常
時
投

影
し
、
観
覧
通
路

と
水
槽
が
一
体
に

見
え
る
演
出
で
、
海
中
散
歩
の
よ
う
な
雰
囲

気
が
楽
し
め
ま
す
。 

 

能
登
立
国
千
三
百
年 

各
地
で
多
彩
な
取
り
組
み
を
実
施 

 

世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
「
能
登
の

里
山
里
海
」
。
立
国
千
三
百
年
の
今
年
、
県
と

能
登
四
市
五
町
で
は
、
能
登
の
魅
力
を
様
々

な
角
度
か
ら
発
信
し
て
い
ま
す
。 

既
に
旅
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
作
成
さ
れ
書

店
等
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
夏
と
冬
に
開
催
し
て
い
た
「
能
登

ふ
る
さ
と
博
」
が
今
年
は
一
年
を
通
し
て
実

施
さ
れ
る
な
ど
、
季
節
ご
と
に
能
登
の
各
地

で
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。 
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ほっと石川なにわ館 
          をご利用ください 

～ふるさと石川の「今」をご紹介～ 

 美しい自然と質の高い伝統文化に育ま

れた石川の各種物産を展示・販売 

・伝統的工芸品 

・農林水産加工品 

・銘菓、各種菓子類 など 

※お取り寄せもいたします。 

 

 ぜひ、県人会の皆さんの交流の場 

としてください 

県人会入会希望者をご紹介ください！ 
 皆様の周りで、県人会連合会への入会希望者がおいでましたら、事務局
へご連絡ください 
 ＜ご連絡から入会までの流れ＞ 

①事務局へ入会希望者の「氏名、住所、連絡先」を連絡 
②事務局から入会希望者への連絡、入会申込書等の送付 
③入会手続き、県人会連合会への入会 

＜連絡先＞ 
関西石川県人会連合会事務局（石川県大阪事務所内） 
（郵送の場合）530-0047 大阪市北区西天満 4丁目 14-3 

ﾘｿﾞｰﾄﾄﾗｽﾄ御堂筋ビル２階 
（ＦＡＸの場合）０６－６３６３－３１３０ 


